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塚 田 ,福山両理論-のコメン ト











a)2- alQJ - QIo2- 0C
を解いて得られるo wc≫ woでの解は,
a1+ - W 十a102/aJcC




である｡ aL モー ドは,磁場のまわりに+,W_モー ドは-の向きの回転をそれぞれ表
わす｡













Ex- EccosWt, Ey-Eosin a)t (5)
に対して計算する｡重心が半径 rの円軌道上を電場が求心力となるよう同期回転し,逮
心方向に摩擦力mrl02が働らくとすれば,
m rw2+mrAo2- eE0- 0
の時 rは一定となるo これから求めた電気伝導率は (4)式と一致する｡
次に,外磁場があれば, (6)式は,






































点をもつ系の energy levelsを, 周期的境界条件と,1つの方向だけ反周期的境界条
件で計算し,′N個の levelsをenergy の順序に並べて,対応するenergy levelの
energy shift dE を求める｡ これと level spacingとの比を求めて,その比の値が
Nを大きくしていった時,単調に減少するなら,そのenergyの状態は局在するという
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